
Ⅱ 経済対策の概要

（ ）◆ 国基金 ◇ 基金 外部団体

１ 社会基盤・生活基盤整備 １２９億円

( ) 補助公共事業・直轄事業負担金・県単公共事業 １１８億円1

○ 補助公共事業 ８７億円

道路整備、河川整備、公園整備（アクアス施設整備含む）

港湾整備、林道整備、治山事業、漁港整備など

○ 直轄事業負担金 １８億円

道路整備、河川整備など

○ 県単公共事業（維持修繕含む） １３億円

道路整備、港湾整備（西郷港改修含む 、治山事業）

除雪機械の整備、道路標識設置など

( ) その他の整備 １１億円2

○ 老朽化した県立の学校・福祉施設の改修や利用環境の改善など

５８４百万円

・県立学校修繕・バリアフリー化工事 ３１０百万円

・県立大学施設改修・設備更新 １６７百万円

・県立学校アスベスト対策工事 ２５百万円

このほか、特別支援学校の環境整備、スクールバスの更新、高等看護学院

の修繕、児童自立支援施設の修繕 など

○ 公の施設の修繕や利便性向上のための整備 ２９０百万円

・出雲空港除雪用車両整備 ９０百万円

・三瓶自然館設備更新 １２１百万円

・公の施設のエレベーター・トイレ修繕 ４２百万円

など

○ 庁舎関係の整備 ８０百万円

・庁舎のアスベスト対策、地上デジタル化対応、公用車の更新

○ 公共事業事前調査費 １００百万円

公共事業を円滑に推進するために必要な調査、設計費



２ 農林水産業対策 ４３億円

○農林水産振興がんばる地域応援総合事業 １１８百万円

「 」 、・ 新たな農林水産業・農山漁村活性化計画 における戦略プランを推進するため

助成枠を拡充

○企業参入促進事業 １５０百万円

・新たに農業に参入する企業や経営拡大を行う既参入企業を対象に、機械・施設

整備に要する経費に対する助成制度を創設

○就農者確保緊急総合支援事業 ３８百万円

・就農希望者に対する研修を実施する農業法人等に対する研修費助成の事業枠を

拡充

○しまねの農地再生・利活用促進事業 １４６百万円

・耕作放棄地の再生利用と発生防止のために必要な機械整備、基盤整備を支援

○地図情報データベース化促進事業 １４百万円

・農地、水利施設等の地図情報データベース整備に必要な境界確認作業等に要す

る経費を支援

○県産農産物の安全安心確保事業 ２０百万円

・県産農産物の安全確保に必要な残留農薬の分析システムを整備

○イネ縞葉枯病早期発生予察体制整備事業 ５百万円

・ きぬむすめ」の病害防除のための調査分析機器を整備「

○肉用子牛価格安定緊急対策事業 ３４百万円

・本年度創設した県独自基準による価格補てん制度について、子牛価格の低迷に

対処するため不足分を追加措置

○家畜伝染病予防事業 ２百万円

・家畜伝染性疾病検査の効率化と機能強化のための機器整備

（国基金事業：事業期間 ～ ）○森林整備加速化・林業再生事業 H21 23

◆中山間地域等活性化基金を積増し ２８．０億円

◆Ｈ２１上記基金取崩し ４．０億円

・間伐、路網整備、高性能林業機械の導入等の森林整備から樹木の伐採・搬出・

利用までの一体的な取組を支援



（国基金事業：事業期間 ～ )○森林整備地域活動支援交付金事業 H21 22

◆中山間地域等活性化基金を積増し ２．２億円

◆Ｈ２１上記基金取崩し ２．２億円

・森林所有者等が行う境界の明確化や森林の被害状況確認のための活動を支援

○製材加工品県外出荷支援事業 ５百万円

・県外の製品市場等に県産品コーナーを設置し、県産製品の を実施PR

○ナラ枯れ被害等緊急対策事業 １５百万円

・ナラ枯れ被害の対象地が調査の結果拡大したため、不足分を追加措置

○シカ進入防護柵設置事業 １０百万円

・出雲市が弥山山地に設置するシカ防護柵等の整備を支援

○資源回復・漁場生産力強化事業 ６百万円

・漁場改良の取組に対する支援や高津川河口付近のハマグリ資源調査を実施

○しまねの魚販売力強化事業 ５百万円

・漁協・漁業者、流通加工業者等が行う「しまねの魚」の販売力強化の取組支援

を拡充

○沿岸漁業安全確立緊急対策事業 ８百万円

・小型漁船緊急通報システムの端末機器導入を支援

○漁業経営構造改善推進事業 ５百万円

・漁協等が行う共同利用施設の整備支援

○漁村環境整備事業 ４百万円

・漁港利用多角化のための施設整備支援

○漁業関連遊休施設除去支援事業 ４０百万円

・漁協合併により遊休化した施設の撤去、処分費用を助成

○農林水産物の販路拡大事業 １３百万円

・大都市圏に向けた島根県産農林水産物の販路拡大の取組などを支援



３ 商工業対策・観光振興 １３億円

○観光立県しまね推進事業 ８１１百万円

◇うち、島根県観光連盟に基金を造成 ３６０百万円

・メディアを活用した情報発信の充実、広域観光案内板の整備

・市町村等が実施するトイレ、案内板など観光地施設整備の支援

・地域で独自に取り組む観光商品づくり等を支援

・航空便を活用した誘客促進対策

○ものづくり・ 産業支援事業 ２９３百万円IT
◇うち、しまね産業振興財団に基金を造成 ５２百万円

・人材育成、技術移転、新たな取引関係構築を目的とした県外企業への人材派遣

を支援

・県内企業の機械金属加工や食品加工の技術向上等を図るため、機器整備による

安価な機器利用と研修会を開催

・自社開発による独自ブランドのソフトウェアを有する 企業の販路開拓を支援IT

○県産品販路拡大事業 ３５百万円

・販路開拓のための情報発信、展示商談会への出展支援

・ネット販売・通信販売事業者との取引拡大支援

○商工会地域振興活動強化事業 ２７百万円

・商工会の企業支援・地域振興活動に対して助成

○浜田港機能保持事業 ７７百万円

・コンテナの吊り上げ・運搬に使用するトップリフターの更新及び 船用RORO

移動式タラップを整備

○県内空き工場等調査事業 ９百万円

・企業誘致に必要な空き工場・空きオフィス等のデータベースシステムの構築

○コンベンション誘致推進事業 ５百万円

・学会などコンベンションの開催情報データベースシステムの構築



４ 雇用対策 ４４億円

（国基金事業：事業期間 ～ ）○緊急雇用創出事業 H21 H23

◆緊急雇用創出事業臨時特例基金を積増し ３６．４億円

◆Ｈ２１上記基金取崩し ６．９億円

・短期就業機会を創出・提供する雇用機会創出対策を実施

・雇用創出目標 約 人( ～ 約 人）H21 550 H21 23 2,800

［主な予定事業(県実施分)］

・快適居住空間創出事業

福祉施設の居住環境調査とそれに基づく施設の修繕事業等

・公有林資源調査事業

森林の測量調査や作業道開設のための調査測量設計

・県立公園竹林伐採等事業

公園区域内で日常管理が行き届かない竹林伐採等

・道路台帳整備事業

道路台帳平面図及び道路施設現況調査のデータ作成

○職業教育訓練支援事業 ３６百万円

・国の雇用調整助成金制度を活用した教育訓練を支援するため、高等技術校にお

いて教育訓練を実施

○公共工事現場支援事業 ２５百万円

・建設業従事経験者等を雇用し、県が発注する工事現場での監督業務を円滑化

５ 医療・福祉の充実 １６４億円

○新型インフルエンザ対策 ３３５百万円

・発熱外来を設置する医療機関への支援やウイルス検査関係機器、抗インフルエ

ンザ薬、医療用エアーテント、医療従事者用個人防護具の購入等

○がん対策の強化 ３０３百万円

・ がん対策募金」への補助、浜田医療センター高度医療機器整備への支援、第１「

回全国がん患者サロン交流会の開催への支援

○特定疾患治療研究費 ４２百万円

・難病患者に対する医療費助成の対象に１１疾患が追加され、計５６疾患に拡大



○重症難病患者在宅療養支援事業 ５百万円

・神経難病患者のコミュニケーション手段の確保のための意思伝達装置等の貸出

用機器の整備等

（ ）○障害者自立支援対策臨時特例交付金事業 国基金事業：事業期間 ～H21 23

◆障害者自立支援対策臨時特例基金を積増し １３．７億円

◆Ｈ２１上記基金取崩し ３．３億円

・障害福祉サービス事業所における福祉・介護職員の賃金の引上げに取り組む事

業者を支援

・新体系サービスで必要となる施設改修の支援

・福祉職場への求職者を支援するため福祉人材センターにキャリア支援専門員を

配置

○視聴覚障害者情報提供施設機器整備事業 ３百万円

・点字図書館、聴覚障害者情報提供施設における図書制作機器やＩＴ関係機器の

整備

○障害者アンテナショップ支援事業 ８百万円

・障害者就労支援事業所が販路の開拓や商品モニタリングを実施するために行う

ショッピングセンター等の空き区画へのアンテナショップ出店を支援

整備

（国基金事業：事業期間 ～ ）○社会福祉施設等耐震化等整備事業 H21 23

◆社会福祉施設等耐震化等臨時特例基金を造成 １４．１億円

◆Ｈ２１上記基金取崩し ０．５億円

・社会福祉施設等の耐震化や消防法施行令の改正によるスプリンクラーの設置を

支援

※社会福祉施設等とは、救護施設、児童福祉施設、障害者施設などをいう。

（国基金事業：事業期間 ～ ）○介護職員処遇改善事業 H21 23

◆介護職員処遇改善等臨時特例基金を造成 ３２．９億円

◆Ｈ２１上記基金取崩し ７．４億円

・介護保険事業所における介護職員の賃金の引上げに取り組む事業者を支援

※介護保険事業所とは、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設など介護保険

サービスを行う事業所をいう。



○介護拠点等の緊急整備事業

・特別養護老人ホーム等の整備等

（国基金事業：事業期間 ～ ）H21 23

◆介護基盤緊急整備等臨時特例基金を造成 ４８．５億円

◆Ｈ２１上記基金取崩し １２．９億円

・小規模特別養護老人ホーム等の整備や消防法施行令の改正によるスプリンク

ラーの設置を支援

・大規模特別養護老人ホームの整備 ７４百万円

・大規模特別養護老人ホームの整備にかかる１床あたりの県補助単価の上乗せ

○高齢者福祉施設整備事業 ７６５百万円

・軽費老人ホームをケアハウスに転換するための改築を支援

（国基金事業：事業期間 ～ ）○安心こども基金事業 H21 22

◆安心こども基金を積増し ８．２億円

◆Ｈ２１上記基金取崩し ４．７億円

・保育所の開設や建替え・改築、放課後児童クラブの実施に必要な建物改修への

支援等

○みんなで子育て応援施設設備整備事業 １５百万円

、・乳幼児連れの家族が外出時におむつ交換などで立ち寄れる場所を確保するため

スーパー等がトイレや授乳室等の整備を行う場合に支援

○特定不妊治療費助成事業 ２２百万円

・現行の医療費助成費の上限額を引上げ（１回あたり１０万円→１５万円）

○総合福祉展開催事業 ２１百万円

・介護の実体験、シンポジウム、福祉・介護機器の展示など県民参加型の総合的

な福祉展を開催

○臨時特例つなぎ資金貸付事業 ９百万円

・就職活動中の離職者に対し生活保護など公的支援が受けられるまでの間の生活

費を貸付（１０万円以内）

（国基金事業：事業期間 ～ ）○自殺総合対策事業 H21 23

◆地域自殺対策緊急強化基金を造成 １．１億円

◆Ｈ２１上記基金取崩し ０．４億円

・自殺を予防するため、自殺予防シンポジウムの開催、自殺予防のための広報啓

発、電話相談員の養成などを実施



６ 教育・社会貢献活動の推進 ７億円

○県立学校実験実習設備等整備事業 １６３百万円

・新学習指導要領に対応するための理科用設備や特別支援学校のコンピュータを

整備

○県立学校等地上デジタル放送設備整備事業 ６２百万円

・地上デジタル放送対応のため、アンテナ配線改修や教育用テレビの更新を実施

○子ども読書活動推進事業 １３百万円

・小中学校における読書活動を推進するため、読書コンクールを実施するととも

に、学校図書館の創意工夫による活動に対して支援

○島根県スポーツ競技力・元気アップ事業 １４７百万円

◇うち、島根県体育協会に基金を造成 １０２百万円

・スポーツ競技力向上のための選手の県外派遣、競技備品整備、地域のスポーツ

クラブ活動を支援

○「ふるさと島根」子ども交流の旅事業 ２０百万円

◇うち、島根県文化振興財団に基金を造成 １６百万円

・児童・生徒が別の圏域の児童・生徒と交流を図る体験学習事業を実施

○私立学校耐震化促進事業 ７０百万円

・私立学校の耐震補強工事に要する経費に対して支援

○県民による社会貢献活動拡大のための支援事業 １０２百万円

◇うち、島根県社会福祉協議会に基金を造成 ６８百万円

・社会貢献活動に積極的に取り組む団体に対し、活動経費の一部を助成

○地域活性化のための芸術文化連携事業 ７７百万円

◇うち、島根県文化振興財団に基金を造成 ７７百万円

・県内外の文化施設が相互に連携し、文化交流を促進する事業を実施

○男女共同参画の理解促進事業 ３５百万円

◇うち、しまね女性センターに基金を造成 ２８百万円

・男女共同参画に対する県民の理解の醸成や学生の意識啓発を図るためのセミナ

ー等を開催



７ 安全・安心確保対策 ６億円

○防災情報システム整備事業 ２８８百万円

・震度情報ネットワークシステムの機能向上、高性能化を図るため、県内各地に

設置してある震度計を更新

○通信指令システム高度化事業 ２０６百万円

・活動中のパトカーの位置を把握する「カーロケーションシステム」のデータ通

信方式の変更に伴う更新

○警察職員資質・能力向上システム構築事業 ２９百万円

e・警察職員のスキルアップのための効果的な方策として、Ｒｕｂｙを活用した「

－ラーニング」システムを導入

○航空消防防災活動事業 ５百万円

・災害時の消防ヘリ活動支援や資機材搬送に使用する緊急出動用自動車の更新

○沈没船処分事業 ３百万円

・県管理河川に沈没し漂流する可能性の高い所有者不明船の撤去及び処分を実施

○日本赤十字社島根県支部社屋及び備蓄倉庫建設費補助 ４６百万円

・災害救護や災害ボランティアの育成等を行う日本赤十字社島根県支部の建替え

への補助

８ 環境対策 １２億円

（国基金事業：事業期間 ～ ）○地域グリーンニューディール基金事業 H21 23

◆しまね環境基金を積増し １０．０億円

◆Ｈ２１上記基金取崩し １．４億円

・地球温暖化対策、公共施設等の省エネ化、漂着ゴミ回収・処理等を推進

○布部ダムの水質浄化事業 ８０百万円

・県内企業が開発した「水中型気液溶解装置」を導入し、県東部の水道水源とな

っている布部ダムの貯水池の水質を改善



９ 地域活性化対策 ７億円

○しまね長寿の住まいリフォーム助成事業 １２６百万円

◇うち、島根県建築住宅センターに基金を造成 ８４百万円

・既存住宅をバリアフリー化するためのリフォームに対し、工事費の一部を助成

対 象：一定の要件を満たすバリアフリー工事

助成額：バリアフリー工事費の２３％（上限：４０万円）

○県産材利活用助成事業 ２２６百万円

◇うち、島根県木材協会に基金を造成 １９３百万円

・今年度創設した県産材を使用した住宅の新築、増改築に対する助成制度の対象

に、商店等の内外装木質化や個人住宅、社会福祉施設の修繕を追加

対 象：県産材を２０万円以上利用した５０万円以上のリフォーム工事

助成額：定額（住宅１０万円、商店・社会福祉施設２０万円）

○石州瓦市場創出支援事業 １８３百万円

◇うち、石州瓦工業組合に基金を造成 １８３百万円

・今年度創設した石州瓦を使用した住宅の増改築に対する助成制度等を２か年延

長

○離島体験滞在交流促進事業 １４２百万円

・隠岐の島での滞在型交流の促進を図るため、町が実施する闘牛公園整備、マリ

ンスポーツ用備品の整備等を支援

○自然公園管理事業 ４３百万円

・自然公園等にあるトイレの水洗化、新設や避難小屋の整備

○隠岐の島石油製品流通合理化支援事業 ９百万円

・隠岐地区の石油製品地下タンク整備について、島前の販売業者に対し助成を行

う町村を支援

○地籍調査事業 １２百万円

・国が行う山村境界保全事業に関連して、森林組合が実施する地籍調査に対する

支援



１０ 地域活性化・経済対策調整基金積立て ２９億円

・地域活性化・経済危機対策臨時交付金（１０３億円）の一部を積み立てるもの


